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１．はじめに

　文部科学省は大学教育の質的転換を図るために、３つのポリシーの策定と運用の指針となる

「『卒業認定・学位授与の方針』（ディプロマ・ポリシー）、『教育課程編成・実施の方針』（カリ

キュラム・ポリシー）、及び『入学者受入れの方針』（アドミッション・ポリシー）の策定及び運用

に関するガイドライン」を発表した。文部科学省の調査によれば，平成25年度時点で、３つのポリ

シーはいずれも90％以上の大学で策定済みとなっているが、形式的なものにとどまっており、実質

的な運用は進んでいないと捉えられている。上記のガイドラインのカリキュラム・ポリシー欄で初

年次教育について以下のように言及されている。

　卒業認定・学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教育，

専門教育，キャリア教育等の様々な観点から検討を行うこと。特に，初年次教育については，

多様な入学者が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できるようにする観点から充実を図

ること。

　濱名（2006）によると初年次教育は、「高校からの円滑な移行をはかり、学習及び人格的な成長

の実現にむけて、大学での学習と生活を成功させるべく、総合的につくられた教育プログラム」と

定義されている。

　本学の初年次教育は「新入生演習」として入学時の春学期に開講されており、全学部において専任

教員が担当している。2017年度から全学部での内容共通化が強化され、学部内での担当者間による

毎授業時間後の情報交換などが必須事項となり、「新入生演習」の改革が行われている途中である。

２．問題と目的

　全学共通化された「新入生演習」において、国際教養学科独自の教育内容を展開できるコンテ

ンツが必要となった。そこで、多様な英語力を有する学生が専門領域へ容易に踏み出せるよう

に、MReaderを使用した英語多読を授業外課題として導入することにした。国際教養学科現カリ

キュラムの１年は週に５回英語の必修授業がある。その内訳はReading（週１)、Writing（週１)、

TOEIC対策（週２)、会話（週１）である。Readingの授業で使用しているテキストブックの１つ

のパッセージが200-400語程度であり、年間16パッセージしかないため、圧倒的に英文を読む量が

不足している。本研究の目的はMReader導入に係わる問題点や初年度の学生の到達度を明らかに
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し、次年度の新入生演習におけるMReaderを使用した英語多読導入への提案を行うことである。

３．研究の背景

　濱名（2006）は大学初年次教育の内容として以下の７つをあげている。

　　①大学生活への適応（大学生活、学習、対人関係等）

　　②大学で必要な学習技術の獲得（読み、書き、批判的思考力、調査、タイム・マネジメント）

　　③当該大学への適応

　　④自己分析

　　⑤ライフプラン・キャリアプランつくりへの導入

　　⑥学習目標・学習動機の獲得

　　⑦専門領域への導入

　「新入生演習」にMReaderを使用した英語多読を導入することによって、上記の７つのうち４

つの内容②大学で必要な学習技術の獲得（読み、思考力、タイム・マネジメント）③当該大学へ

の適応⑥学習目標・学習動機の獲得⑦専門領域への導入を網羅できると考えた。英語多読では対

象の本を図書館あるいはE-CO（English Café at Otemon）から借りる必要があり、大学施設の利

用に慣れるということが③当該大学への適応にあてはまる。自分の興味やレベルに合わせた本を

借り、授業外の時間を利用し個々のペースで本を読むことは、②大学で必要な学習技術の獲得（読

み、思考力、タイム・マネジメント）や⑥学習目標・学習動機の獲得に繋がる。

　英語多読とは文字通り辞書などを余り使わず、簡単な本を大まかな筋を理解しながらたくさん読

むことであり、国際教養学科の学びの基礎となる英語という⑦専門領域への導入という点で最適

である。英語多読は語彙力や読解力が向上するだけではなく、言語処理力が速まるためリスニング

やTOEICスコアアップにも効果があることは多くの研究で明らかになっている。

　英語多読指導に不可欠な３大ポイントを高瀬（2010）は、１授業内読書２最初はやさしい本から

３最少の読書後課題としている。３の最少の読書後課題とは、読書後に要約や感想をレポートで書

かせるのではなく、読書時間を増やすために短時間で行える課題を与えることを指す。そこで簡単

なオンライン上の登録のみで無料で利用できるMReaderを使用することにした。MReaderとは読

書後に読んだ本の内容理解に関するクイズをオンライン上で受け、一定以上の問題を正答し合格

すれば、その本の読書語数が加算されていくというシステムである。教員もログインするだけで、

各学生の読書語数、読んだ本のタイトルがわかり、評価も容易に行うことができる。英語多読や

MReaderに関する研究は、英語授業と関連したものや、E-COのような学内の外国語教育センター

が行った研究が多いが、初年次教育の授業で実践されたものはあまり見当たらない。そこで、初年

次教育における英語多読の問題点や有用性の検証を行うことにした。
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４．研究の方法

　「新入生演習」で学生が回答した質問紙調査およびMReaderに記録された読書語数と本の冊数、

さらに学生が春学期終了時に受験したTOEICスコア結果をデータとして収集し分析する。

４．１　研究の流れ

　「新入生演習」におけるMReaderを使用した英語多読を授業外課題として課することの有用性

を検証するために、授業回15回中の14回目の合同授業（19名×８クラス）で、自由記述回答を含

む質問紙調査用紙を配付し、直接紙に記入する方法でデータを収集した。その質問紙調査を資料１

に示す。質問紙調査の結果と共に、MReaderに記録された読書語数と本の冊数、春学期終了時の

TOEICのスコア結果を使用し、学生の読書語数とTOEICスコアの関係性を分析した。

４．２　調査対象

　調査の対象とした学生は、2018年度に国際教養学科に属する１年151名の学生である。

４．３　新入生演習の授業外課題

　昨年度（2017年度）の「新入生演習」の授業外課題は、４冊の新書を読み読書ノートを提出する

課題であったが、今年度からは国際教養学科の特性を活かし、英語多読を開始することにした。昨

年の読書ノート課題を１冊にし、授業外課題として20％（読書ノート１回５％、MReaderによる

到達度15％）を評価に組み入れた。学年全体の共通した目標読書語数などは設けず、各クラス教員

の裁量により評価が行われた。

４．４　導入および実践

　初回の「新入生演習」合同授業において、MReader登録方法（資料２）に沿って説明を行った。

登録方法の動画を学科教員に作成してもらい、そのQRコードを資料に付け加えた。その際に多読

の効果やどのような本を借りれば良いのかを実際の本を提示しながら説明した。授業中の多読指導

は８クラス中２クラスのみで行われ、残りの６クラスは授業外課題としてのみ扱った。Ｘクラスで

は、毎回の授業のはじめに読んだ本について１分間のプレゼンテーションをペアで行い、最後の授

業では、トーナメント方式でプレゼンテーションの優勝者を決めた。筆者のクラスでは、キャンパ

スツアーで図書館に行った際におすすめの多読本を紹介し、毎回の授業でクラス内上位者を発表し

たり、今読んでいる多読本についてグループに紹介する時間を授業中に設けた。
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５．結果と考察

　質問紙調査は計124の回答があり、2018年７月のTOEICは125名が受験した。質問紙調査の分析

は、選択式の回答の度数分布から分析した。TOEICスコアは平均値や読書語数とTOEICスコアの

相関関係から分析し、一番印象に残った本のタイトルは順位付けを行い、印象に残った本を選んだ

理由に関する自由記述回答は、語の出現回数と関係性から分析を行った。

５．１　読書語数の結果

５．１．１　読書語数別学生数

　春学期中に学生が読んだ読書語数別のグラフを図１示す。1001-4999語が42名と一番多く全体の

27.8％を占めるが、読書習慣がついたとは言い難い語数である。読書語数が０の学生が45名おり、

そのうち７名はMReaderの登録をしておらず、25名は登録したが本を読んでいない。13名は１冊

あるいは２冊読んだが、MReaderのクイズに合格出来ず語数にカウントされていない。「クイズを

間違えたらもうその本の（クイズ）ができなくなるのがよくわからない」という学生の記述があっ

たが、教員側で不合格のクイズを学生にRetakeさせることが出来る機能がMReaderにはあり、来

年度は「学生１人につき学期中に３回までRetakeすることができる」のようなルールを作れば学

生の動機づけになるかもしれない。

５．１．２　平均読書語数と冊数

　読書語数が０の学生32名を除いた106名の平均読書語数と冊数を表１に示す。平均語数は11174語、

図１：読書語数別学生数
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読んだ本の冊数は６冊となっており、１ヶ月に1,2冊読んだことがわかる。英語力向上のためには

この語数では少なすぎるため、来年度の目標語数を設定する際はこれ以上の語数にすべきである。

図１のボリューム層は1001-4999語であったが平均値が１万を超えていることから、少数の上位層

がその他の学生に比べて一層多く読んでいる事がわかる。次に上位学生のデータを分析する。

表１：読書語数・冊数平均値

５．２　上位学生の読書語数とTOEICスコア

　５万語以上読んだ上位７名の学生のTOEICスコア、読書語数、冊数、１冊辺りの平均語数を表

２に示す。TOEICスコアが400点以上の英語力を持つ学生が、読書語数においても上位６位に位置

していた。７位の学生だけは学年平均のTOEICスコア354.6（表３）に達していないが、記述に

「E-COによく行くのでその時に本を借りる」と書いており、英語学修全般に対して意欲が高い学

生であることがわかる。

　上位の学生はＱ４「英語の本を読む習慣がついた」Ｑ５「これからもMReaderを続けたいです

か」という問いに好意的に回答しており、その理由として「本を読むのが楽しくなったから」と

「英語力をつけたいから」のどちらかの理由を選んでいる。このことから、読むことが楽しくなる

ような本選びや、多読がどのように英語力向上に結びつくかを「新入生演習」の初回授業だけでな

く、Reading/Writingの授業とも連動させ学生に計画的な多読指導を行うことが読書語数の増加に

影響すると思われる。

表２：５万語以上読了した学生のTOEICスコアと本の冊数

表３：2018年７月TOEICスコア
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５．３　対象学生の読書語数とTOEICスコアの相関関係

　対象学生のTOEICスコアと読書語数の相関係数をもとめると、有意な相関関係があり、その程

度は.477と中程度であることがわかった。中程度の相関関係があるということは、TOEICスコア

中下位層の学生が読書語数を増やすことに困難があると推察される。中下位層の学生が、積極的に

多読に取り組める授業内指導を次年度の提案で述べる。

表４：TOEICスコアと読書語数の相関係数

５．４　本を借りた場所と理由

　Ｑ３「主に本をどこで借りましたか」という問いに64人（54％）が図書館、55人（46％）が

E-COで借りたと回答した。図書館を選んだ理由は「図書館の方が本が多いから」が最も多く、

E-COを選んだ理由は、「E-COの本はレベル分けされているから」が一番多かった。新キャンパス

の図書館に多読本を移動することは決定しているが、E-COの施設は新キャンパスに無いため、多

読本をレベル分けして常設する場所や今までE-COが行ってきた本に関するアドバイスを提供する

環境が今後も必要である。

５．５　英語の本を読む習慣とMReaderの継続利用

　Ｑ４「英語の本を読む習慣がついた」には53人（42.7％）が肯定的に答えている。その理由は

「英語力をつけたいから」が最も多く、「課題だから」「本を読むのが楽しかった」が続いた。否定

的に答えたのは37人（29.87％）で、その理由は「読む時間がなかったから」が最も多かった。

　Ｑ５「これからもMReaderを続けたいですか」には60人（48.3％）が否定的に答え、肯定的な

回答33人（26.7％）を上回った。続けたい理由は「英語力をつけたいから」が最も多く、続けたく

ない理由は「時間がないから」が多かった。これらの結果から学生が英語力をつけたいと強く望ん

でいるが、大学や新生活に慣れるのに忙しく、多読を行う時間を確保できなかったことがわかる。

５．６　印象に残った本のタイトルとその理由

　Ｑ６「一番印象に残った本のタイトルとその理由について書いて下さい」という問いの回答を順

位付けしたものを表５に示す。デイズニーや映画化されている本が大半を占めていることがわかる。

ストーリーをあらかじめ理解している本を英語で読むことは、難易度を下げるため多読には効果

的である。次年度の初回説明の際にこれらの本を例として見せることが、学生が本を選択する際の

目安になると思われる。一番印象に残った本を選んだ理由の自由記述回答部分に出現する単語の頻

度を求めるため、テキストマイニング用ソフト「KH Coder」を利用した。その頻度順は表６の通

りである。頻度だけではなく、抽出語同士のつながりを可視化するために「KH Coder」の「共起
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ネットワーク」機能を利用し表したものを図２に示す。頻度の多い語は円が大きくなり、円を結ぶ

線の濃さは共起関係の強さを表している。図２から読み取れることは、まず図の中心に位置し最も

大きく描かれているのは「内容」と「読む」である。「内容」と関係が強いのは「面白い」であり、

「読む」と関係が強いのは「知る」であり、「知る」は「面白い」にも繋がっている。これらに着

目すると、読みながら内容を理解できれば面白いと感じ、新しい事柄を知ることができるというこ

とである。「好き」という頻出語からは、今まで馴染みのあった好きなタイトルの本を選んだこと

が分かる。英語で本を読むことが初めてという学生も多く存在し、物語のジャンルよりも理解でき

るかどうかを優先し本を選んでいたことが推察される。

表５：印象に残った本のタイトル順位

表６：印象に残った本の理由を記述した語の出現回数
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５．７　次年度への提案

５．７．１　MReader登録についての問題点

　「MReaderの登録ができない」とE-COや筆者の研究室に質問に来た学生が多くいたが、ほとん

どが大文字小文字の間違いなど単純なミスが多かった。登録用の動画も用意してあり、登録自体は

難しいわけではない。自分の学籍番号では登録できない学生が数名いたため、200番以上の誰も使

用していない番号で登録するように指示をした。今年度は未登録７名を含む45名の読書語数が０で

あったが、筆者の新入生演習では毎回の授業でクラス内順位と読書語数が０の学生を発表するだけ

で、結果的にクラス内で読書語数が０の学生はいなくなった。

５．７．２　授業内指導

　Ｘクラスでは、授業内で毎週読んだ本についてペアで発表し、授業最終回ではトーナメント式で

優勝者を決めた。その結果、Ｘクラスの読書語数の合計は８クラスの中で一番多く、効果的な指

導方法であったと言える。「新入生演習」は授業内容が統一されており、学科全体のプレゼンテー

ションコンテストに向け準備をする必要があるため、英語多読にかける時間は十分にはない。しか

し、毎回の授業においてペアで読んだ本に関する発表を行う活動は、１人１分であるため２分～３

分で出来るため導入しやすい。どの本を選んでいいかわからないTOEICスコアが中下位層の学生

にとっても、他の学生が読んだ本について知ることができる。学生は毎週違う本について話す必要

図２：印象に残った本を選んだ理由
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があり、本を借りて読んで発表するという習慣付けになると思われる。さらに、プレゼンテーショ

ンコンテストのように多読においても各クラスの代表を決め合同授業でビブリオバトルのようなコ

ンテストを行えば、学生の多読に対する意識が高まると思われる。

５．７．３　評価方法

　今年度は、各教員の裁量により読書語数に応じた評価が行われた。学生に目標語数を示していな

かったため、どのぐらいのペースで何冊読めばいいか分からず、数冊のみ読んで終わってしまった

学生もいたと思われる。来年度は全員が３万語読破を目指して多読を行うことを提案する。少し目

標は高いかもしれないが、今年度は11人が３万語を達成しており、週に2000語×15週で３万語とな

る。MReaderによる到達度は全体評価の15％を占めるため15点を満点とした次年度の評価案を表

７に示す。全クラス統一にすることで学年全体が同じ目標に向かい取り組める。さらに、ランキン

グ上位学生を掲示し、毎週末に更新すれば学生に競争心も生まれ動機づけになると考える。

表７：語数別評価案

 ６．課　　題

　今後の課題は、「新入生演習」におけるMReaderを使用した英語多読の有用性を継続的に検証す

ることである。来年度からは新キャンパスに移動するため、新キャンパスにおいて多読や多聴など

の自立的学修ができる環境の整備を進めていくことも必要になってくる。
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